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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　無線周波数（ＲＦ）スペクトル帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャ
ネル上で、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャを実施することと、
　前記実施されたＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて、前記チャネルが利用可能である
と決定することと、および
　前記マルチプルなサブバンドにわたって動作する前記チャネル中で、特殊ヘッダを送信
することと、前記特殊ヘッダが、前記マルチプルなサブバンドにわたって、ヘッダパケッ
トの複数のインスタンスを備え、２つまたはそれ以上の送信時間間隔（ＴＴＩ）の間に送
信され、前記ヘッダパケットの各インスタンスは、第１の無線アクセス技術によって使用
される第１のセットのフィールドと、第２の無線アクセス技術によって使用される第２の
セットのフィールドとを備え、
　ここにおいて、前記２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩは、前記マルチ
プルなサブバンドのうちの第１のサブバンドにおいて前記ヘッダパケットの第１のインス
タンス、および、前記マルチプルなサブバンドのうちの第２のサブバンドにおいて前記ヘ
ッダパケットの第２のインスタンスとを含み、
　ここにおいて、前記第１のＴＴＩに後続する前記２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの
第２のＴＴＩは、前記マルチプルなサブバンドのうちの１つにおいて前記ヘッダパケット
の第３のインスタンスを含み、
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　ここにおいて、前記２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの第３のＴＴＩは、前記マルチ
プルなサブバンドのうちの前記１つとは異なるサブバンドにおいて前記ヘッダパケットの
第４のインスタンスを含む、
　を備える、方法。
【請求項２】
　第１の電力レベルにおいて、前記２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの前記第１のＴＴ
Ｉの間に前記ヘッダパケットの前記第１のインスタンスと前記第２のインスタンスとを送
信することと、
　異なる電力レベルにおいて、前記第２のＴＴＩの間に前記ヘッダパケットの前記第３の
インスタンスと、前記第３のＴＴＩの間に前記ヘッダパケットの前記第４のインスタンス
とを送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の電力レベルは前記異なる電力レベルよりも小さい、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ヘッダパケットは自己への送信可フレーム構造を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＲＦスペクトル帯域の前記マルチプルなサブバンド中で、１つまたは複数の追加の
ヘッダパケットを送信することをさらに備え、ここにおいて、前記追加のヘッダパケット
の各々は、前記第１の電力レベルまたは前記異なる電力レベルにおいて送信される、請求
項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の追加のヘッダパケットは後続のサブフレームの境界において同期
的に送信される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＲＦスペクトル帯域の各サブバンドにわたって、連続パターンにおいて前記ヘッダ
パケットの前記複数のインスタンスを送信することをさらに備え、ここにおいて、前記連
続パターンは前記ＣＣＡに少なくとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＲＦスペクトル帯域の各サブバンドにわたって、非連続パターンにおいて前記ヘッ
ダパケットの前記複数のインスタンスを送信することをさらに備え、ここにおいて、前記
非連続パターンは前記ＣＣＡに少なくとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記特殊ヘッダを、第１の事業者については第１の時間に送信し、第２の事業者につい
ては第２の時間に送信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の時間は前記第２の時間とは異なる、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記特殊ヘッダは、第１の事業者については第１の構成のものであり、第２の事業者に
ついては第２の構成のものである、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ヘッダパケットはワイヤレスフィデリティ（Ｗｉ－Ｆｉ）フレーム構造を備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、請求項１ないし１２のいずれか一項に記載の方
法を実施するための手段を備える、装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、請求項１ないし１２のいずれか一項に記載の方法の全てのステップを実施す
るために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、２０１５年１１月１２日に出願され
た「Clear to Send-to-Self Transmissions in an LTE-Controlled Wi-Fi System」と題
する、Ｚｈａｎｇらによる米国特許出願第１４／９３９，７２１号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]以下は、ワイヤレス通信に一般的に関し、およびより詳細には、ＬＴＥ（登録商
標）制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への送信可送信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどのような、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展
開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周
波数、および電力）を共有することによってマルチプルな(multiple)ユーザとの通信をサ
ポートすることが可能であり得る。そのような多元接続システム(multiple access syste
ms)の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）シス
テム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦ
ＤＭＡ）システムを含む。ワイヤレス多元接続通信システムは、多数の基地局を含み得、
各々はマルチプルな通信デバイスに関する通信を一斉に(simultaneously)サポートし、そ
れは、場合によってはユーザ機器（ＵＥ）として知られ得る。
【０００４】
　[0004]いくつかのワイヤレス通信システムは、ＬＴＥのような、第１の無線アクセス技
術（ＲＡＴ）を使用して動作し得、および多数の基地局を含み得、各々はマルチプルなユ
ーザ機器（ＵＥ）との通信を一斉にサポートする。第２のワイヤレス通信多元接続システ
ムは、Ｗｉ－Ｆｉのような、第２のＲＡＴに従って動作し得、および多数の基地局または
アクセスポイント（ＡＰ）を含み得、各々は共有された周波数スペクトルにおけるマルチ
プルなモバイルデバイスに関する通信を一斉にサポートする。ＬＴＥおよびＷｉ－Ｆｉの
ような、マルチプルなワイヤレス技術が、マルチプルなＡＰ、ＵＥおよび基地局をサポー
トするエリア中で使用される場合、これらのワイヤレスデバイスからの一斉の送信は、互
いに干渉し得、およびデバイス間の通信を劣化させ得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]基地局は、無線周波数スペクトル帯域のマルチプルなサブバンドを含むチャネル
上で、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）プロシージャ
を実施し得る。基地局は、チャネルはＣＣＡに基づいて利用可能であると決定し得、およ
びその後、特殊(special)ヘッダを送信し得る。いくつかの例では、特殊ヘッダはマルチ
プルな送信時間間隔（ＴＴＩ：transmission time interval）を含み得、ここで、各ＴＴ
Ｉは、無線周波数スペクトル帯域の各サブバンド中でヘッダパケットを含み得る。いくつ
かのケースでは、ヘッダパケットは自己への送信可（ＣＴＳ：clear to send）フレーム
構造を含み得る。基地局は、第１の電力レベルにおいて、サブバンドの各々にわたって第
１のＴＴＩを送信し得、および異なる電力レベルにおいて、サブバンドにわたって追加の
ＴＴＩを送信し得る。追加のヘッダパケットは、後続のサブフレームの境界において送信
され得る。
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信の方法は記述される。本方法は、無線周波数（ＲＦ）スペクトル
帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャネル上で、クリアチャネルアセス
メント（ＣＣＡ）プロシージャを実施することと、チャネルは実施されたＣＣＡに少なく
とも部分的に基づいて、利用可能であると決定することと、およびマルチプルなサブバン
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ドにわたって動作するチャネル中で、特殊ヘッダを送信することと、ここにおいて、特殊
ヘッダは２つまたはそれ以上の送信時間間隔（ＴＴＩ）を備え、各ＴＴＩは２つまたはそ
れ以上のサブバンドの各々中でヘッダパケットを備える、を含み得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信に関する装置は記述される。本装置は、ＲＦスペクトル帯域のマ
ルチプルなサブバンドにわたって動作するチャネル上で、ＣＣＡプロシージャを実施する
ための手段と、チャネルは実施されたＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて、利用可能で
あると決定するための手段と、およびマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャネ
ル中で、特殊ヘッダを送信するための手段と、ここにおいて、特殊ヘッダは２つまたはそ
れ以上のＴＴＩを備え、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各々中でヘッダパ
ケットを備える、を含み得る。
【０００８】
　[0008]さらなる装置は記述される。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信し
ているメモリと、およびメモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、ＲＦスペクトル
帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャネル上で、ＣＣＡプロシージャを
実施することと、チャネルは実施されたＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて、利用可能
であると決定することと、およびマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャネル中
で、特殊ヘッダを送信することと、ここにおいて、特殊ヘッダは２つまたはそれ以上のＴ
ＴＩを備え、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各々中でヘッダパケットを備
える、をプロセッサに行わせるように動作可能であり得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信に関する非一時的コンピュータ可読媒体は記述される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、ＲＦスペクトル帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動
作するチャネル上で、ＣＣＡプロシージャを実施することと、チャネルは実施されたＣＣ
Ａに基づいて、利用可能であると決定することと、およびマルチプルなサブバンドにわた
って動作するチャネル中で、特殊ヘッダを送信することと、ここで、特殊ヘッダは２つま
たはそれ以上のＴＴＩを備え、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各々中でヘ
ッダパケットを備える、をプロセッサに行わせるための命令を含み得る。
【００１０】
　[0010]上記で記述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、第１の電力レベルにおいて、２つまたはそれ以上のサブバンドの各々にわたって
、２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩを送信するためのプロセス、特徴、
手段、または命令をさらに含み得る。上記で記述された方法、装置、または非一時的コン
ピュータ可読媒体のいくつかの例は、異なる電力レベルにおいて、２つまたはそれ以上の
サブバンドにわたって、２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの１つまたは複数の後続のＴ
ＴＩを送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１１】
　[0011]上記で記述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、第１の電力レベルは異なるレベルよりも小さい。上記で記述された方法、装置
、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ヘッダパケットは自己への
送信可フレーム構造を備える。上記で記述された方法、装置、または非一時的コンピュー
タ可読媒体のいくつかの例は、ＲＦスペクトル帯域の２つまたはそれ以上のサブバンド中
で、１つまたは複数の追加のヘッダパケットを送信するためのプロセス、特徴、手段、ま
たは命令をさらに含み得、ここで、追加のヘッダパケットの各々は、第１の電力レベルま
たは異なる電力レベルにおいて送信される。
【００１２】
　[0012]上記で記述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、１つまたは複数の追加のヘッダは、後続のサブフレームの境界において同期的
に送信される。上記で記述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のい
くつかの例は、ＲＦスペクトル帯域の各サブバンドにわたって、連続パターンにおいてヘ
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ッダパケットを送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここ
で、連続パターンはＣＣＡに基づく。
【００１３】
　[0013]上記で記述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＲＦスペクトル帯域の各サブバンドにわたって、非連続パターンにおいてヘッダ
パケットを送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここで、
非連続パターンはＣＣＡに基づく。上記で記述された方法、装置、または非一時的コンピ
ュータ可読媒体のいくつかの例は、第１の事業者に関する第１の時間および第２の事業者
に関する第２の時間において、特殊ヘッダを送信するためのプロセス、特徴、手段、また
は命令をさらに含み得る。
【００１４】
　[0014]上記で記述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、第１の時間は第２の時間とは異なる。上記で記述された方法、装置、または非
一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、特殊ヘッダは、第１の事業者に関する
第１の構成および第２の事業者に関する第２の構成のものである。上記で記述された方法
、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ヘッダパケットはワ
イヤレスフィデリティ（Ｗｉ－Ｆｉ）フレーム構造を備える。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】[0015]本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への
送信可送信をサポートするワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0016]本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への
送信可送信をサポートするワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図３】[0017]本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への
送信可送信をサポートするワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図４】[0018]本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への
送信可送信をサポートするサブフレーム構成の一例を示す図。
【図５】[0019]本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への
送信可送信をサポートするシステムにおけるプロセスフローの一例を示す図。
【図６】[0020]本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への
送信可送信をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図。
【図７】本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への送信可
送信をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図。
【図８】本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への送信可
送信をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図。
【図９】[0021]本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への
送信可送信をサポートする基地局を含むシステムのブロック図。
【図１０】[0022]本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己へ
の送信可送信のための方法を示す図。
【図１１】本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への送信
可送信のための方法を示す図。
【図１２】本開示の態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への送信
可送信のための方法を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0023]ＬＴＥ／Ａネットワークのような、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷ
ＡＮ）は、多数の基地局を含み得、各々はマルチプルなユーザ機器（ＵＥ）に関する通信
を一斉にサポートする。そのようなＷＷＡＮにおける通信は、専用(dedicated)またはラ
イセンスされている(licensed)スペクトルにおけるマルチプルな無線周波数帯域（たとえ
ば、４つの２０ＭＨｚ帯域を含む８０ＭＨｚ帯域）上で送信され得る。ＷＷＡＮは、Ｗｉ
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－Ｆｉネットワークのような、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）と共
存し得、それは、共有された周波数スペクトル上でマルチプルなモバイルデバイスまたは
局に関する通信を一斉にサポートする多数の基地局またはアクセスポイント（ＡＰ）を含
み得る。ＷＬＡＮは、共有された周波数スペクトルにおける通信リンクを確立するより以
前に１つまたは複数の制御フレームを通信することを含む、クリアチャネルアセスメント
（ＣＣＡ）のような、コンテンションベースのプロシージャ(contention based procedur
es)を使用し得る。時分割複信（ＴＤＤ）ベースの通信を使用するＷＷＡＮでは、ＣＣＡ
は、多数の連続フレームに関して実施され得る。
【００１７】
　[0024]ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮのハイブリッド手法は使用され得、ここで、専用スペク
トルはネットワークメッセージング（たとえば、制御情報、無線リソース制御（ＲＲＣ）
シグナリングなど）に関して使用され得、共有されたスペクトルはデータ送信に関して使
用され得る。このハイブリッド手法は、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉ（ＬＴＥ－ＣＷ：LTE-cont
rolled Wi-Fi）ネットワークと言及され得る。ＬＴＥ－ＣＷを利用するワイヤレスシステ
ムでは、専用帯域のロバストネス(robustness)は、ライセンスされていない(unlicensed)
帯域中のＷｉ－Ｆｉリンクの性能およびカバレージ(coverage)を改善するために、ＬＴＥ
リンクを使用するように、レベレッジされ(leveraged)得る。ＬＴＥ－ＣＷ技術は、マル
チプルなＵＥおよび／または異なる事業者からの他の基地局をサポートするエリア中で使
用され得る。
【００１８】
　[0025]ＬＴＥ－ＣＷ基地局は、ＤＬフレームの間に異なるインスタンス(instances)に
おけるＷｉ－Ｆｉのコンパチブルな(compatible)ヘッダを送信し得る。たとえば、Ｗｉ－
Ｆｉのコンパチブルなヘッダは、基地局がＣＣＡを完了した後にチャネルはクリアである
ことを検出すると送信され得、および同じフレーム中の後続のダウンリンクサブフレーム
の境界において再び送信され得る。他の事業者に関するいずれかの追加のＬＴＥ－ＣＷ基
地局の送信、またはＬＴＥ－ＣＷ基地局の範囲内のいずれかの追加のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの
送信は、延期され得る。ヘッダは、Ｗｉ－Ｆｉシステムにおいて使用される自己への送信
可（ＣＴＳ）フレーム送信（たとえば、送信ノード自体のアドレスを含むＣＴＳパケット
の送信）を含み得る。ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆ送信は、通信シーケンス中の後続のフレー
ムにネットワーク割振りベクトル（network allocation vector）ＮＡＶの保護を与え得
る。
【００１９】
　[0026]いくつかのケースでは、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆヘッダは、共有された周波数ス
ペクトルにおけるマルチプルなサブバンドにわたって、ＣＣＡプロシージャに続いて、基
地局によって送信され得る。たとえば、基地局は、チャネルはＣＣＡプロシージャに基づ
いてクリアであると決定し得、および特殊ヘッダを送信し得る。特殊ヘッダは、各々が、
各サブバンド中でヘッダパケット（たとえば、マルチプルな２０ＭＨｚヘッダパケット）
を含む、マルチプルな送信時間間隔（ＴＴＩ）を含み得る。加えてまたは代替的に、基地
局は、同じフレーム内の後続のダウンリンクサブフレームの境界において、すべてのサブ
バンド中で、複製されたフォーマットにおけるヘッダパケットを送信し得る。いくつかの
例では、ＬＴＥ－ＣＷ基地局は、すべてのスケジュールされたサブバンド中で、等しい電
力レベルを用いて（たとえば、半分の電力において）ヘッダパケットを含む特殊ヘッダを
送信し得、および次いで、各サブバンド中で、異なる電力レベルにおいて（たとえば、全
電力において）ヘッダパケットの送信を交互に行い得る。
【００２０】
　[0027]いくつかの例では、ヘッダパケットの固定された送信パターンは、特殊ヘッダ送
信に関して使用され得、ここで、すべてのサブバンド中のヘッダは、一様に(evenly)スプ
リットされた電力を用いて送信され得、その後に、全電力を用いて各サブバンド中の連続
的なヘッダが続き得る。他のケースでは、ヘッダパケットは、ランダムまたは前もって決
定されたホッピングパターン(hopping pattern)（たとえば、すべてのサブバンド上での
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非連続パターン）において送信され得る。
【００２１】
　[0028]本開示の態様は、最初に、ワイヤレス通信システムのコンテキストにおいて記述
される。サブフレームおよびヘッダ構成の特定の例はさらに与えられる。本開示の態様は
、ＬＴＥ制御Ｗｉ－ＦｉシステムにおけるＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆ送信に関する装置図、
システム図、およびフローチャートによってさらに示され、およびそれらに言及して記述
される。
【００２２】
　[0029]図１は、本開示の様々な態様に従った、ワイヤレス通信システム１００の一例を
示す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、およびコアネ
ットワーク１３０とを含む。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はロング
タームエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークで
あり得る。ワイヤレス通信システム１００は、サブフレーム内での特殊ヘッダ送信の使用
をサポートし得る。特殊ヘッダは、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆフレーム構造を含むヘッダパ
ケットを含み得、それは、異なる技法に従って送信され得る。
【００２３】
　[0030]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レスに通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通信
カバレージを与え得る。ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５
は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信を含み得、または基地局
１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ＵＥ１１５は、ワイヤ
レス通信システム１００全体にわたって分散され得、および各ＵＥ１１５は固定(station
ary)またはモバイル(mobile)であり得る。ＵＥ１１５はまた、移動局、加入者局、リモー
トユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末（ＡＴ）、ハンドセット、ユーザエージ
ェント、クライアント、または同様の用語と言及され得る。ＵＥ１１５はまた、セルラー
フォン、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、パーソナルコンピュータ、タブレッ
ト、パーソナル電子デバイス、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイス、または以下同様で
あり得る。
【００２４】
　[0031]基地局１０５は、コアネットワーク１３０および互いと通信し得る。たとえば、
基地局１０５は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１など）を通してコアネット
ワーク１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、直接的にまたは間接的にのい
ずれかで（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）バックホールリンク１３４（た
とえば、Ｘ２など）を介して互いと通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信に
関する無線構成およびスケジューリングを実施し得るか、または基地局コントローラ（図
示せず）の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、マクロセル、スモ
ールセル、ホットスポット、または以下同様であり得る。基地局１０５はまた、ｅノード
Ｂ（ｅＮＢ）１０５と言及され得る。
【００２５】
　[0032]いくつかのケースでは、ＵＥ１１５または基地局１０５は、共有されたまたはラ
イセンスされていない周波数スペクトルにおいて動作し得る。これらのデバイスは、チャ
ネルは利用可能であるかどうかを決定するために、通信するより以前にＣＣＡを実施し得
る。ＣＣＡは、いずれかの他のアクティブな送信があるかどうかを決定するためのエネル
ギー検出のプロシージャを含み得る。たとえば、デバイスは、電力計の受信信号強度指示
（ＲＳＳＩ：received signal strength indication）の変化が、チャネルは占有される
ことを示すと推論し得る。詳細には、ある帯域幅中に集中され、および前もって決定され
た雑音フロアを超える信号電力は、別のワイヤレス送信機を示し得る。ＣＣＡは、チャネ
ルの使用を示す特定のシーケンスの検出をも含み得る。たとえば、別のデバイスは、デー
タシーケンスを送信するより以前に特定のプリアンブルを送信し得る。いくつかのケース
では、ＣＣＡプロシージャは、ＬＴＥ－ＣＷネットワーク中で使用され得、ここで、マル
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チプルな周波数帯域は通信に関して使用され得る。
【００２６】
　[0033]ＬＴＥにおける時間間隔は、基本の時間単位（たとえば、サンプリング周期、Ｔ
ｓ＝１／３０，７２０，０００秒）の倍数で表され得る。時間リソースは、１０ｍｓの長
さの無線フレーム（Ｔｆ＝３０７２００Ｔｓ）に従って編成され得、それは、０から１０
２３に及ぶシステムフレーム番号（ＳＦＮ）によって特定され得る。各フレームは、０か
ら９までの番号を付けられた１０個の１ｍｓサブフレームを含み得る。サブフレームは、
２つの．５ｍｓスロットにさらに分割され得、その各々は、（各シンボルにプリペンドさ
れた(prepended)サイクリックプレフィックス（ＣＰ）の長さに依存して）６つまたは７
つの変調シンボル期間を含んでいる。ＣＰを除いて、各シンボルは２０４８個のサンプル
期間を含んでいる。いくつかのケースでは、サブフレームは、ＴＴＩとしても知られる、
最も小さいスケジューリング単位であり得る。他のケースでは、ＴＴＩは、サブフレーム
よりも短いことがあるか、または（たとえば、短いＴＴＩバーストにおいて、または短い
ＴＴＩを使用する選択されたコンポーネントキャリア（ＣＣ：component carrier）にお
いて）動的に選択され得る。
【００２７】
　[0034]いくつかのケースでは、ワイヤレス通信システムは、１つまたは複数のＥＣＣを
利用し得る。ＥＣＣは、フレキシブルな帯域幅と、可変長ＴＴＩ(variable length ＴＴ
Ｉs)と、および変更された制御チャネル構成とを含む、１つまたは複数の特徴によって特
徴づけられ得る。いくつかのケースでは、ＥＣＣは、キャリアアグリゲーション構成また
はデュアル接続性構成(dual connectivity configuration)（すなわち、マルチプルなサ
ービングセルは準最適な(suboptimal)バックホールリンクを有するとき）に関連し得る。
ＥＣＣはまた、（２つ以上の事業者は、スペクトルを使用するためにライセンスされてい
る場合）ライセンスされていないスペクトルまたは共有されたスペクトルにおいて、使用
に関して構成され得る。フレキシブルな帯域幅によって特徴づけられるＥＣＣは、全帯域
幅を監視することが可能でないか、または（たとえば、電力を節約するために）限られた
帯域幅を使用することの方を好むＵＥ１１５によって利用され得る１つまたは複数のセグ
メントを含み得る。
【００２８】
　[0035]いくつかのケースでは、ＥＣＣは、可変ＴＴＩ長 (variable ＴＴＩlength)を利
用し得、それは、低減されたまたは可変のシンボル持続時間の使用を含み得る。いくつか
のケースでは、シンボル持続時間は同じままであり得るが、各シンボルは別個のＴＴＩを
表し得る。いくつかのケースでは、ＥＣＣは、異なるＴＴＩ長に関連するマルチプルな階
層レイヤを含み得る。たとえば、１つの階層レイヤにおけるＴＴＩは均一な１ｍｓサブフ
レームに対応し得、第２のレイヤでは、可変長ＴＴＩは短い持続時間のシンボル期間のバ
ースト(bursts)に対応し得る。いくつかのケースでは、より短いシンボル持続時間は、増
加されたサブキャリア間隔にも関連し得る。
【００２９】
　[0036]フレキシブルな帯域幅および可変ＴＴＩは、変更された制御チャネル構成に関連
し得る（たとえば、ＥＣＣは、ＤＬ制御情報に関してｅＰＤＣＣＨを利用し得る）。たと
えば、ＥＣＣの１つまたは複数の制御チャネルは、フレキシブルな帯域幅の使用に適応す
るために、ＦＤＭスケジューリングを利用し得る。他の制御チャネルの変更は、（たとえ
ば、ｅＭＢＭＳスケジューリングに関する、または可変長ＵＬおよびＤＬのバーストの長
さを示すための）追加の制御チャネルの使用、あるいは異なる間隔で送信される制御チャ
ネルの使用を含む。ＥＣＣはまた、変更されたまたは追加のＨＡＲＱ関係制御情報(ＨＡ
ＲＱ related control information)を含み得る。
【００３０】
　[0037]いくつかのケースでは、ＵＥ１１５（またはＡＰ１０５）は、中央ＡＰ１０５に
よって検出可能であり得、中央ＡＰ１０５のカバレージエリア１１０中の他のＵＥ１１５
によって検出可能でないことがある。たとえば、１つのＵＥ１１５は中央ＡＰ１０５のカ
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バレージエリア１１０の一端にあり得、別のＵＥ１１５は他端にあり得る。したがって、
両方のＵＥ１１５は、ＡＰ１０５と通信し得るが、他方の送信を受信しないことがある。
これは、ＵＥ１１５が互いのトップで(on top of each other)送信することを控えないこ
とがあるので、コンテンションベースの環境（たとえば、ＣＳＭＡ／ＣＡ）における２つ
のＵＥ１１５に関する衝突する送信を生じ得る。それの送信が特定可能でないが、同じカ
バレージエリア１１０内にあるＵＥ１１５は、隠れノードとして知られ得る。キャリア感
知多重アクセス／衝突回避（ＣＳＭＡ／ＣＡ：carrier sense multiple access with col
lision avoidance）は、送信ＵＥ１１５、基地局１０５、またはＡＰ１０５によって送信
された送信要求（ＲＴＳ：request-to-send）パケットと、および受信ＵＥ１１５、基地
局１０５、またはＡＰ１０５によって送信された送信可（ＣＴＳ）パケットとの交換によ
って補足され得る。これは、１次送信の持続時間の間送信しないように、送信側と受信側
との範囲内の他のデバイスに警告し得る。したがって、ＲＴＳ／ＣＴＳは、隠れノード問
題を緩和するのを助け得る。
【００３１】
　[0038]基地局１０５は、無線周波数スペクトル帯域のマルチプルなサブバンドを含むチ
ャネル上で、ＣＣＡプロシージャを実施し得る。基地局１０５は、チャネルはＣＣＡに基
づいて利用可能であると決定し得、およびその後、特殊ヘッダを送信し得る。いくつかの
例では、特殊ヘッダはマルチプルなＴＴＩを含み得、ここで、各ＴＴＩは、無線周波数ス
ペクトル帯域の各サブバンド中でヘッダパケットを含み得る。いくつかのケースでは、ヘ
ッダパケットはＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム構造を含み得る。基地局は、第１の電力
レベルにおいて、サブバンドの各々にわたって第１のＴＴＩを送信し得、および異なる電
力レベルにおいて、サブバンドにわたって追加のＴＴＩを送信し得る。追加のヘッダパケ
ットは、後続のサブフレームの境界において送信され得る。
【００３２】
　[0039]図２は、ＬＴＥ制御Ｗｉ－ＦｉシステムにおけるＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆ送信に
関するワイヤレス通信システム２００の一例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、
基地局１０５－ａとＵＥ１１５－ａとおよびＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ２０５とを含み得、それは
、図１に言及して記述された対応するデバイスの例であり得る。ワイヤレス通信システム
２００は、ＬＴＥ－ＣＷネットワークの一例であり得、ここで、データチャネル２１０上
の送信は共有されたスペクトルを利用し得、制御チャネル上の送信は専用スペクトルを使
用し得る。ワイヤレス通信システム２００は、特殊ヘッダを使用して共有された無線周波
数スペクトルにおける通信をサポートし得、ここで、特殊ヘッダは、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅ
ｌｆフレーム構造をもつマルチプルなヘッダパケットを含み得る。
【００３３】
　[0040]ＬＴＥ／Ａネットワークのような、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷ
ＡＮ）は、多数の基地局を含み得、各々はマルチプルなＵＥに関する通信を一斉にサポー
トする。いくつかのケースでは、アップリンク（ＵＬ）およびダウンリンク（ＤＬ）通信
は、専用またはライセンスされているスペクトルにおけるマルチプルな無線周波数帯域（
たとえば、４つの２０ＭＨｚ帯域を含む８０ＭＨｚ帯域）上で送信され得る。そのような
ＷＷＡＮは、Ｗｉ－Ｆｉネットワークのような、ワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＷＬＡＮ）と共存し得、それは、共有された周波数スペクトル上でマルチプルなモバイ
ルデバイスまたは局に関する通信を一斉にサポートする多数の基地局またはアクセスポイ
ント（ＡＰ）を含み得る。
【００３４】
　[0041]ＷＬＡＮは、共有された周波数スペクトルにおける通信リンクを確立するより以
前に１つまたは複数の制御フレームを通信することを含む、コンテンションベースのプロ
シージャを使用し得る。たとえば、デバイスは、毎回のデータパケットの送信の前にクリ
アチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャを実施し得る。共有された周波数スペク
トルにおいて動作するＷＷＡＮの場合、デバイスは、各成功裏のＣＣＡに続いてパケット
を送信し得る。時分割複信（ＴＤＤ）ベースの通信を使用するＷＷＡＮでは、ＣＣＡは、
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多数の連続フレームに関して実施され得、それは、ＵＬおよびＤＬ送信に関するセルに固
有の構成を有し得る。
【００３５】
　[0042]ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮのハイブリッド手法は使用され得、ここで、専用スペク
トルはネットワークメッセージング（たとえば、制御情報、無線リソース制御（ＲＲＣ）
シグナリングなど）に関して使用され得、共有された周波数スペクトルはデータ送信に関
して使用され得る。このハイブリッド手法は、ＬＴＥ－ＣＷネットワークと言及され得る
。ＬＴＥ－ＣＷを利用するワイヤレス通信システム２００では、専用帯域のロバストネス
は、ライセンスされていない帯域中のＷｉ－Ｆｉリンクの性能およびカバレージを改善す
るために、ＬＴＥリンクを使用するように、レベレッジされ得る。ＬＴＥ－ＣＷ技術は、
マルチプルなＵＥ１１５、Ｗｉ－ｆｉ　ＡＰ２０５および／または異なる事業者からの他
の基地局１０５をサポートするエリア中で使用され得る。しかしながら、いくつかのケー
スでは、異なる事業者の基地局１０５、またはＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ２０５による同時送信は
、互いに干渉し得、および共有された周波数スペクトルを使用するデバイス間の通信を劣
化させ得る。
【００３６】
　[0043]いくつかのケースでは、基地局１０５－ａは、ＤＬフレームの間に異なるインス
タンスにおけるＷｉ－Ｆｉのコンパチブルなヘッダを送信し得る。たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ
のコンパチブルなヘッダは、基地局１０５－ａがＣＣＡを完了した後にチャネルはクリア
であることを検出すると送信され得、および同じフレーム中の後続のダウンリンクサブフ
レームの境界において再び送信され得る。その結果、ヘッダ中で搬送されるネットワーク
割振りベクトル（ＮＡＶ）の情報は、他の事業者に関するいずれかの追加のＬＴＥ－ＣＷ
基地局の送信、あるいはＬＴＥ－ＣＷ／ＬＴＥ－ＣＷまたはＬＴＥ－ＣＷ／Ｗｉ－Ｆｉ共
存ネットワークの範囲内のいずれかのＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ２０５の送信を延期し得る。加え
て、ヘッダ中の受信アドレスフィールドは、送信ＬＴＥ－ＣＷノードの送信アドレスを含
み得る。したがって、ヘッダの機能性は、Ｗｉ－Ｆｉにおいて使用されるＣＴＳ－ｔｏ－
Ｓｅｌｆフレーム送信（たとえば、送信ノード自体のアドレスを含むＣＴＳパケットの送
信）のそれ同様であり得る。ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆ送信は、通信シーケンス中の後続の
フレームにＮＡＶの保護を与え得る。しかしながら、ＬＴＥ－ＣＷシステムによる通信が
マルチプルな帯域（たとえば、マルチプルな２０ＭＨｚ帯域）を使用するとき、ヘッダ情
報は、帯域のうちの１つにわたって送信され得るにすぎず、それは、同じリソースに関し
て競合している(contending)他の近くの基地局１０５またはＷｉ－Ｆｉデバイスからの干
渉を生じ得る。
【００３７】
　[0044]ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆ送信は、マルチプルなＬＴＥ－ＣＷ基地局またはマルチ
プルなＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの共存とともに効率的なマルチバンド送信を達成するために、Ｌ
ＴＥ－ＣＷシステムにおける通信に関して使用され得る。その結果、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅ
ｌｆ送信の比較的より大きい浸透は達成され得、および異なる事業者またはＷｉ－Ｆｉア
クセスポイントによって制御されるＬＴＥ－ＣＷノードからの送信は延期され得、低減さ
れた干渉をもつ通信を可能にし得る。
【００３８】
　[0045]ワイヤレス通信システム２００では、ＬＴＥ－ＣＷ基地局１０５－ａによるＣＴ
Ｓ－ｔｏ－Ｓｅｌｆ送信は、ヘッダ送信に組み込まれ得る。いくつかのケースでは、ＣＴ
Ｓ－ｔｏ－Ｓｅｌｆヘッダは、異なる技法を与える基地局１０５－ａによって送信され得
る。たとえば、基地局１０５－ａは、ＣＣＡプロシージャに続いてチャネルはクリアであ
ることを検出し得、および特殊ヘッダをその後送信し得、ここで、特殊ヘッダは、各々が
、各サブバンド中でヘッダパケット（たとえば、マルチプルな２０ＭＨｚヘッダパケット
のブロック）を含む、マルチプルなＴＴＩを含み得る。加えてまたは代替的に、基地局１
０５－ａは、同じフレーム内の後続のダウンリンクサブフレームの境界において、すべて
のサブバンド中で、複製されたフォーマットにおけるヘッダパケットを送信し得る。いく
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つかの例では、基地局１０５－ａは、すべてのスケジュールされたサブバンド中で、等し
い電力レベルを用いて（たとえば、半分の電力において）ヘッダパケットを含む特殊ヘッ
ダを送信し得、および次いで、各サブバンド中で、異なる電力レベルにおいて（たとえば
、全電力において）ヘッダパケットの送信を交互に行い得る。
【００３９】
　[0046]いくつかの例では、ヘッダパケットの固定された送信パターンは、特殊ヘッダ送
信に関して使用され得、ここで、すべてのサブバンド中のヘッダは、一様にスプリットさ
れた電力を用いて送信され得、その後に、全電力を用いて各サブバンド中の連続的なヘッ
ダが続き得る。他のケースでは、ヘッダパケットは、ランダムまたは前もって決定された
ホッピングパターン（たとえば、すべてのサブバンド上での非連続パターン）において送
信され得る。いくつかのケースでは、ヘッダ情報は、同じ事業者に関するすべての基地局
１０５に関して同じであり得、および異なる事業者によって異なる時間において送信され
得る。したがって、異なる事業者のＬＴＥ－ＣＷノードまたはＷｉ－Ｆｉノード（たとえ
ば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ　２０５）は、一斉に（同等であり得る）マルチプルなＣＴＳ－ｔ
ｏ－Ｓｅｌｆ送信を受信し得る。ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆ送信の同時受信は、エネルギー
が同等の送信の組合せを通してブーストされ得るので、改善されたパケット検出を促進し
得る。いくつかのケースでは、ＣＣＡプロセスは、異なる事業者に関する特殊ヘッダが同
じ時間において送信されることがないように、異なるＬＴＥ－ＣＷ事業者に関して異なる
持続時間を有し得る。
【００４０】
　[0047]いくつかのケースでは、特殊ヘッダは比較的短い持続時間にわたって送信され得
、それは、別の事業者の基地局１０５またはＷｉ－Ｆｉノード（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ　
ＡＰ２０５）による干渉する送信を阻止し得る。たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ２０５は、
共有された周波数スペクトルにおけるより低いサブバンド中で動作し得、およびより低い
電力レベル（たとえば、半分の電力）において送信される第１のヘッダパケットに関連す
る基地局１０５－ａのカバレージを越え得る。基地局１０５－ａは、特殊ヘッダの一部と
して、およびできるだけ短い持続時間中で、より大きい電力レベル（たとえば、全電力）
において、各サブバンドにわたって追加のヘッダパケットを送信し得る。そのような例で
は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ２０５は、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆヘッダ送信を受信し得、および
その結果、送信を延期し得る。
【００４１】
　[0048]図３は、ＬＴＥ制御Ｗｉ－ＦｉシステムにおけるＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆ送信に
関するワイヤレス通信システム３００の一例を示す。いくつかのケースでは、ワイヤレス
通信システム３００は、図１～図２に言及して記述されたように、ＵＥ１１５または基地
局１０５によって実施される技法の態様を表し得る。ワイヤレス通信システム３００は、
基地局１０５－ｂと、およびＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ２０５－ａと、およびＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ２
０５－ｂとを含む、ＬＴＥ－ＣＷネットワークを表し得る。ワイヤレス通信システム３０
０は、特殊ヘッダを使用して共有された周波数スペクトルにおける通信をサポートし得、
ここで、特殊ヘッダは、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆフレーム構造をもつマルチプルなヘッダ
パケットを含み得る。
【００４２】
　[0049]ワイヤレス通信システム３００では、基地局１０５－ｂは、無線周波数スペクト
ルのマルチプルなサブバンドを使用して通信し得る。特殊ヘッダは、基地局１０５－ｂに
よって送信されたサブフレーム中に含まれ得、ここで、特殊ヘッダは、各サブバンド中で
ヘッダパケットをもつマルチプルなＴＴＩを含み得る。特殊ヘッダ中の第１のＴＴＩは、
第１の電力レベル（たとえば、半分の電力）において送信されるヘッダパケットを含み得
、および後続のＴＴＩは、サブバンドの各々にわたって異なる電力レベル（たとえば、全
電力）において送信されるヘッダパケットを含み得る。ヘッダパケットはＣＴＳ－ｔｏ－
Ｓｅｌｆフレーム構造を含み得る。
【００４３】
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　[0050]いくつかの例では、第１の電力レベルカバレージエリア３１０－ａは、第１の電
力レベルにおいて送信されるヘッダパケットに関連し得、それは、異なる電力レベルより
も比較的低い電力レベルであり得る。その結果、第１の電力レベルカバレージエリア３１
０－ａ内に位置する１つまたは複数のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ２０５－ａは、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓ
ｅｌｆ情報を含む第１のヘッダパケットを受信し得、および共有された周波数スペクトル
上で送信することを控え得る。
【００４４】
　[0051]そのようなケースでは、１つまたは複数のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ２０５－ｂは、第１
の電力レベルカバレージエリア３１０－ａの外側に位置され得、および第１の電力レベル
におけるヘッダパケットを含む第１のＴＴＩを受信しないことがある。しかしながら、Ｗ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰ２０５－ｂは、（上記で議論されたように、第１の電力レベルよりも比較
的大きくなり得る）異なる電力レベルにおいて送信されるヘッダパケットに関連する、異
なる電力レベルカバレージエリア３１０－ｂ内にあり得る。追加の（１つまたは複数の）
ＴＴＩの受信時に、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ３０５－ｂは、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆ情報を含む
ヘッダパケットを受信し得、および共有された周波数スペクトル上で送信することを控え
得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩと追加の（１つまたは複数の）ＴＴＩとの間の持
続時間は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ２０５－ｂが基地局１０５－ｂから追加の（１つまたは複数
の）ＴＴＩ（および対応するヘッダパケット）を受信するより以前に送信しないことを保
証するためにできるだけ短くなり得る。
【００４５】
　[0052]図４は、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への送信可送信に関するサ
ブフレーム構成４００の一例を示す。いくつかのケースでは、サブフレーム構成４００は
、図１～図２に言及して記述されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５によって実施
される技法の態様を表し得る。図４は、特殊ヘッダ送信に関して使用され得るサブフレー
ム構造を記述する。
【００４６】
　[0053]いくつかの例では、ＬＴＥ－ＣＷ基地局によって送信されたフレーム４０５は、
共有された無線周波数スペクトルにおける通信に関して使用されるマルチプルなサブフレ
ーム４１０を含み得る。フレーム４０５は、無線周波数スペクトルのマルチプルなサブバ
ンド４２５を含むチャネルにわたって送信され得る。ダウンリンクサブフレーム４１５－
ａは、共有された周波数スペクトルへのアクセスに関して競合するために使用されるサブ
フレーム構成を含み得る。したがって、サブフレーム構成は、マルチプルなサブバンド４
２５の各々にわたって送信されるＣＣＡ４２０を含み得、その後に、特殊ヘッダ４３０（
たとえば、マルチプルなＴＴＩ４３５を含むヘッダ）が続き得る。各ＴＴＩ４３５は、各
サブバンド４２５に関してヘッダパケット４４０－ａを含み得る。
【００４７】
　[0054]いくつかのケースでは、第１のＴＴＩ４３５は第１の電力レベルにおいて送信さ
れ得、および後続のＴＴＩ４３５は異なる電力レベルのプロファイル(profile)において
送信されるヘッダパケット４４０－ａを含み得、ここで、第１の電力レベルは異なる電力
レベルよりも比較的小さくなり得る。いくつかのケースでは、後続のＴＴＩ４３５は、サ
ブバンド４２５の各々にわたって、連続パターン、非連続パターン、または連続パターン
と非連続パターンとの組合せにおいて送信され得る。一例として、特殊ヘッダは４０ＭＨ
ｚチャネル中で送信され得、および第１のＴＴＩ４３５では、ヘッダパケット４４０－ａ
は４０ＭＨｚチャネルの各２０ＭＨｚサブバンド中で半分の電力において送信され得る。
第１のＴＴＩ４３５の直後の(immediately following)第２のＴＴＩ４３５では、ヘッダ
パケット４４０－ａは、第１の２０ＭＨｚサブバンド中で全電力において送信され得る。
第２のＴＴＩ４３５の直後の第３のＴＴＩ４３５では、ヘッダパケット４４０－ａは、第
２の２０ＭＨｚサブバンド中で送信され得る。
【００４８】
　[0055]いくつかの例では、ヘッダパケット４４０－ａは、ＬＴＥ－ＣＷデバイスとＷｉ
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－Ｆｉデバイスの両方に特定可能であり得る。その結果、ヘッダパケット４４０－ａは、
レガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴＦ）、レガシーロングトレーニング
フィールド（Ｌ－ＬＴＦ）、およびレガシー信号フィールド（Ｌ－ＳＩＧ）のような、連
続シンボルを含み得、それは、共存システムにおいて使用され得る。そのようなケースで
は、ヘッダパケットはまた、ＮＡＶ持続時間、パブリックランドモバイルネットワーク（
ＰＬＭＮ）インジケータ、ｅＴＦＩＣＨなどを含み得る。いくつかのケースでは、ＮＡＶ
持続時間はあるＮＡＶ値（たとえば、最高３２，７６８μｓまで設定され得る値）を示し
得、ＰＬＭＮインジケータはマルチプルな識別（たとえば、最高６つの識別）を指定し得
、およびｅＴＦＩＣＨは無線フレーム中の比を与え得る。
【００４９】
　[0056]特殊ヘッダ４３０の送信の後に、サブフレーム構成は、パイロットシンボル４５
５を含み得、その後に、通信データ４６０が続き得る。加えてまたは代替的に、追加のヘ
ッダパケット４４０－ｂは、後続のサブフレームの境界において（たとえば、サブフレー
ム４１５－ａとサブフレーム４１５－ｂとの間の境界、およびすべての後続のサブフレー
ム４１０の境界において）同期的に送信され得る。いくつかの例では、追加のヘッダパケ
ットは、第１の電力レベルまたは異なる電力レベルにおいて、すべてのサブバンド４２５
にわたって送信され得る。
【００５０】
　[0057]図５は、本開示の様々な態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける
自己への送信可送信に関するプロセスフロー５００の一例を示す。プロセスフロー５００
は、基地局１０５－ｃとＵＥ１１５－ｂとを含み得、それは、図１～図２に言及して記述
された対応するデバイスの例であり得る。
【００５１】
　[0058]ステップ５０５において、基地局１０５－ｃは、無線周波数スペクトル帯域のマ
ルチプルなサブバンドにわたって動作するチャネル上で、ＣＣＡプロシージャを実施し得
る。ステップ５１０において、基地局１０５－ｃは、チャネルは実施されたＣＣＡに少な
くとも部分的に基づいて、利用可能であると決定し得る。
【００５２】
　[0059]ステップ５１５において、基地局１０５－ｃは、マルチプルなサブバンドにわた
って動作するチャネル中で、特殊ヘッダを送信し得、ここで、特殊ヘッダはマルチプルな
ＴＴＩを含み、各ＴＴＩはサブバンドの各々中でヘッダパケットを含む。いくつかのケー
スでは、基地局１０５－ｃは、第１の電力レベルにおいてマルチプルなＴＴＩの第１のＴ
ＴＩを送信し得、および異なる電力レベルにおいて後続のＴＴＩを送信し得る。いくつか
のケースでは、第１の電力レベルは異なる電力レベルよりも小さくなり得る。いくつかの
ケースでは、ヘッダパケットはＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆフレーム構造を含み得る。基地局
１０５－ｃは、無線周波数スペクトル帯域のサブバンド中で追加のヘッダパケットをさら
に送信し得、ここで、追加のヘッダパケットの各々は、第１の電力レベルまたは異なる電
力レベルにおいて送信される。いくつかのケースでは、追加のヘッダは、後続のサブフレ
ームの境界において同期的に送信され得る。いくつかのケースでは、基地局１０５－ｃは
、無線周波数スペクトル帯域の各サブバンドにわたって、連続パターンまたは非連続パタ
ーンにおいてヘッダパケットを送信し得、ここで、パターンはＣＣＡに少なくとも部分的
に基づく。
【００５３】
　[0060]いくつかのケースでは、基地局１０５－ｃは、第１の事業者に関する第１の時間
および異なる事業者に関する第２の時間において特殊ヘッダを送信し得、ここで、第１の
時間と第２の時間とは異なる。いくつかのケースでは、特殊ヘッダは、第１の事業者に関
する第１の構成および異なる事業者に関する第２の構成をとり得る。いくつかのケースで
は、ヘッダパケットはＷｉ－Ｆｉフレーム構造を含み得る。
【００５４】
　[0061]図６は、本開示の様々な態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける
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自己への送信可送信をサポートするワイヤレスデバイス６００のブロック図を示す。ワイ
ヤレスデバイス６００は、図１および図２に言及して記述された基地局１０５の態様の一
例であり得る。ワイヤレスデバイス６００は、受信機６０５と、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆ
マネージャ６１０と、および送信機６１５とを含み得る。ワイヤレスデバイス６００はプ
ロセッサをも含み得る。これらのコンポーネントの各々は互いと通信していることがある
。
【００５５】
　[0062]受信機６０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、およびＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシ
ステムにおける自己への送信可送信に関係する情報など）のような情報を受信し得る。情
報は、デバイスの他のコンポーネントに受け渡され得る。受信機６０５は、図９に言及し
て記述されるトランシーバ９２５の態様の一例であり得る。
【００５６】
　[0063]ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ６１０は、無線周波数スペクトル帯域のマル
チプルなサブバンドにわたって動作するチャネル上で、クリアチャネルアセスメントプロ
シージャを実施し得、チャネルは実施されたクリアチャネルアセスメントに少なくとも部
分的に基づいて、利用可能であると決定し得、およびマルチプルなサブバンドにわたって
動作するチャネル中で、特殊ヘッダを送信し得、ここで、特殊ヘッダは２つまたはそれ以
上のＴＴＩを含み、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各々中でヘッダパケッ
トを含む。ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ６１０はまた、図９に言及して記述される
ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ９０５の態様の一例であり得る。
【００５７】
　[0064]送信機６１５は、ワイヤレスデバイス６００の他のコンポーネントから受信され
た信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機６１５は、トランシーバモジュール中で
受信機とコロケートされ(collocated)得る。たとえば、送信機６１５は、図９に言及して
記述されるトランシーバ９２５の態様の一例であり得る。送信機６１５は単一のアンテナ
を含み得るか、またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【００５８】
　[0065]図７は、本開示の様々な態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける
自己への送信可送信をサポートするワイヤレスデバイス７００のブロック図を示す。ワイ
ヤレスデバイス７００は、図１、図２、および図６に言及して記述されたワイヤレスデバ
イス６００または基地局１０５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス７００は、
受信機７０５と、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ７１０と、および送信機７３０とを
含み得る。ワイヤレスデバイス７００はプロセッサをも含み得る。これらのコンポーネン
トの各々は互いと通信していることがある。
【００５９】
　[0066]受信機７０５は、デバイスの他のコンポーネントに受け渡され得る情報を受信し
得る。受信機７０５はまた、図６の受信機６０５に言及して記述された機能を実施し得る
。受信機７０５は、図９に言及して記述されるトランシーバ９２５の態様の一例であり得
る。ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ７１０は、図６に言及して記述されたＣＴＳ－ｔ
ｏ－Ｓｅｌｆマネージャ６１０の態様の一例であり得る。ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネー
ジャ７１０は、特殊ヘッダコンポーネント７１５と、ＣＣＡコンポーネント７２０と、お
よびチャネル利用可能性コンポーネント７２５とを含み得る。ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマ
ネージャ７１０は、図９に言及して記述されるＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ９０５
の態様の一例であり得る。
【００６０】
　[0067]特殊ヘッダコンポーネント７１５は、第１の事業者に関する第１の時間および第
２の事業者に関する第２の時間において、特殊ヘッダを送信し得、およびマルチプルなサ
ブバンドにわたって動作するチャネル中で、特殊ヘッダを送信し得、ここで、特殊ヘッダ
は２つまたはそれ以上のＴＴＩを含み、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各
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々中でヘッダパケットを含む。いくつかのケースでは、ヘッダパケットは自己への送信可
フレーム構造を含む。いくつかのケースでは、第１の時間は第２の時間とは異なる。いく
つかのケースでは、特殊ヘッダは、第１の事業者に関する第１の構成および第２の事業者
に関する第２の構成のものである。いくつかのケースでは、ヘッダパケットはワイヤレス
フィデリティフレーム構造を含む。
【００６１】
　[0068]ＣＣＡコンポーネント７２０は、無線周波数スペクトル帯域のマルチプルなサブ
バンドにわたって動作するチャネル上で、クリアチャネルアセスメントプロシージャを実
施し得る。チャネル利用可能性コンポーネント７２５は、チャネルは実施されたクリアチ
ャネルアセスメントに少なくとも部分的に基づいて、利用可能であると決定し得る。
【００６２】
　[0069]送信機７３０は、ワイヤレスデバイス７００の他のコンポーネントから受信され
た信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機７３０は、トランシーバモジュール中で
受信機とコロケートされ得る。たとえば、送信機７３０は、図９に言及して記述されるト
ランシーバ９２５の態様の一例であり得る。送信機７３０は単一のアンテナを利用し得る
か、またはそれは複数のアンテナを利用し得る。
【００６３】
　[0070]図８は、ワイヤレスデバイス６００またはワイヤレスデバイス７００の対応する
コンポーネントの一例であり得るＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ８００のブロック図
を示す。すなわち、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ８００は、図６および図７に言及
して記述されたＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ６１０またはＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆ
マネージャ７１０の態様の一例であり得る。ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ８００は
、図９に言及して記述されるＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ９０５の態様の一例でも
あり得る。
【００６４】
　[0071]ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ８００は、特殊ヘッダコンポーネント８０５
と、ヘッダパケットコンポーネント８１０と、ＣＣＡコンポーネント８１５と、電力レベ
ルコンポーネント８２０と、およびチャネル利用可能性コンポーネント８２５とを含み得
る。これらのモジュールの各々は、直接的にまたは間接的に、（たとえば、１つまたは複
数のバスを介して）互いと通信し得る。
【００６５】
　[0072]特殊ヘッダコンポーネント８０５は、第１の事業者に関する第１の時間および第
２の事業者に関する第２の時間において、特殊ヘッダを送信し得、およびマルチプルなサ
ブバンドにわたって動作するチャネル中で、特殊ヘッダを送信し得、ここで、特殊ヘッダ
は２つまたはそれ以上のＴＴＩを含み、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各
々中でヘッダパケットを含む。いくつかのケースでは、ヘッダパケットは自己への送信可
フレーム構造を含む。いくつかのケースでは、第１の時間は第２の時間とは異なる。いく
つかのケースでは、特殊ヘッダは、第１の事業者に関する第１の構成および第２の事業者
に関する第２の構成のものである。いくつかのケースでは、ヘッダパケットはワイヤレス
フィデリティフレーム構造を含む。
【００６６】
　[0073]ヘッダパケットコンポーネント８１０は、無線周波数スペクトル帯域の２つまた
はそれ以上のサブバンド中で１つまたは複数の追加のヘッダパケットを送信し得、ここで
、追加のヘッダパケットの各々は、第１の電力レベルまたは異なる電力レベルにおいて送
信され、無線周波数スペクトル帯域の各サブバンドにわたって、連続パターンにおいてヘ
ッダパケットを送信し得、ここで、連続パターンはクリアチャネルアセスメントに少なく
とも部分的に基づき、および無線周波数スペクトル帯域の各サブバンドにわたって、非連
続パターンにおいてヘッダパケットを送信し得、ここで、非連続パターンはクリアチャネ
ルアセスメントに少なくとも部分的に基づく。いくつかのケースでは、１つまたは複数の
追加のヘッダは、後続のサブフレームの境界において同期的に送信される。ＣＣＡコンポ



(16) JP 6855478 B2 2021.4.7

10

20

30

40

50

ーネント８１５は、無線周波数スペクトル帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作
するチャネル上で、クリアチャネルアセスメントプロシージャを実施し得る。
【００６７】
　[0074]電力レベルコンポーネント８２０は、第１の電力レベルにおいて、２つまたはそ
れ以上のサブバンドの各々にわたって、２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの第１のＴＴ
Ｉを送信し得、および異なる電力レベルにおいて、２つまたはそれ以上のサブバンドにわ
たって、２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの１つまたは複数の後続のＴＴＩを送信し得
る。いくつかのケースでは、第１の電力レベルは異なるレベルよりも小さい。チャネル利
用可能性コンポーネント８２５は、チャネルは実施されたクリアチャネルアセスメントに
少なくとも部分的に基づいて、利用可能であると決定し得る。
【００６８】
　[0075]図９は、本開示の様々な態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける
自己への送信可送信をサポートする構成されたデバイスを含むワイヤレスシステム９００
の図を示す。たとえば、ワイヤレスシステム９００は、基地局１０５－ｄを含み得、それ
は、図１、図２および図６～図８に言及して記述されたように、ワイヤレスデバイス６０
０、ワイヤレスデバイス７００、または基地局１０５の一例であり得る。基地局１０５－
ｄはまた、通信を送信するためのコンポーネントと通信を受信するためのコンポーネント
とを含む、双方向の音声およびデータ通信に関するコンポーネントを含み得る。たとえば
、基地局１０５－ｄは、１つまたは複数のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。
【００６９】
　[0076]基地局１０５－ｄは、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ９０５と、メモリ９１
０と、プロセッサ９２０と、トランシーバ９２５と、アンテナ９３０と、基地局通信モジ
ュール９３５と、およびネットワーク通信モジュール９４０とをも含み得る。これらのモ
ジュールの各々は、直接的にまたは間接的に、（たとえば、１つまたは複数のバスを介し
て）互いと通信し得る。ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャ９０５は、図６～図８に言及
して記述されたように、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャの一例であり得る。
【００７０】
　[0077]メモリ９１０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）とを含み得る。メモリ９１０は、実行されるとき、プロセッサに本明細書で記述され
る様々な機能（たとえば、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への送信可送信な
ど）を実施させる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアを記
憶し得る。いくつかのケースでは、ソフトウェア９１５は、プロセッサによって直接的に
実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされおよび実行されるとき）コン
ピュータに本明細書で記述される機能を実施させ得る。プロセッサ９２０は、インテリジ
ェントハードウェアデバイス、（たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコン
トローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を含み得る。
【００７１】
　[0078]トランシーバ９２５は、上記で記述されたように、１つまたは複数のアンテナ、
ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと
双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ９２５は、基地局１０５またはＵＥ１１５
と双方向に通信し得る。トランシーバ９２５はまた、パケットを変調し、および変調され
たパケットを送信に関してアンテナに与えるための、およびアンテナから受信されたパケ
ットを復調するためのモデムを含み得る。
【００７２】
　[0079]いくつかのケースでは、ワイヤレスデバイスは単一のアンテナ９３０を含み得る
。しかしながら、いくつかのケースでは、デバイスは、２つ以上のアンテナ９３０を有し
得、それは、マルチプルなワイヤレス送信を同時に(concurrently)送信または受信するこ
とが可能であり得る。
【００７３】
　[0080]基地局通信モジュール９３５は、他の基地局１０５との通信を管理し得、および
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他の基地局１０５と協働して(in cooperation with)ＵＥ１１５との通信を制御するため
のコントローラまたはスケジューラを含み得る。たとえば、基地局通信モジュール９３５
は、ビームフォーミングまたはジョイント送信のような様々な干渉緩和の技法に関するＵ
Ｅ１１５への送信に関するスケジューリングを協調させ得る。いくつかの例では、基地局
通信モジュール－９５は、基地局１０５間の通信を行うために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイ
ヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２のインターフェースを与え得る。
【００７４】
　[0081]ネットワーク通信モジュール９４０は、（たとえば、１つまたは複数のワイヤー
ドバックホールリンクを介して）コアネットワークとの通信を管理し得る。たとえば、ネ
ットワーク通信モジュール９４０は、１つまたは複数のＵＥ１１５のような、クライアン
トデバイスに関するデータ通信の転送を管理し得る。
【００７５】
　[0082]図１０は、本開示の様々な態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおけ
る自己への送信可送信に関する方法１０００を示すフローチャートを示す。方法１０００
の動作は、図１および図２に言及して記述されたように、基地局１０５またはそれのコン
ポーネントによって実装され得る。たとえば、方法１０００の動作は、本明細書で記述さ
れるように、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャによって実施され得る。いくつかの例で
は、基地局１０５は、以下で記述される機能を実施するようにデバイスの機能的な要素を
制御するためのコードのセットを実行し得る。加えてまたは代替的に、基地局１０５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で記述される機能態様を実施し得る。
【００７６】
　[0083]ブロック１００５において、基地局１０５は、図２～図５に言及して上記で記述
されたように、ＲＦスペクトル帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャネ
ル上で、ＣＣＡプロシージャを実施し得る。いくつかの例では、ブロック１００５の動作
は、図７および図８に言及して記述されたように、ＣＣＡコンポーネントによって実施さ
れ得る。
【００７７】
　[0084]ブロック１０１０において、基地局１０５は、チャネルは図２～図５に言及して
上記で記述されたように、実施されたＣＣＡに基づいて利用可能であると決定し得る。い
くつかの例では、ブロック１０１０の動作は、図７および図８に言及して記述されたよう
に、チャネル利用可能性コンポーネントによって実施され得る。
【００７８】
　[0085]ブロック１０１５において、基地局１０５は、マルチプルなサブバンドにわたっ
て動作するチャネル中で、特殊ヘッダを送信し得、ここで、特殊ヘッダは２つまたはそれ
以上のＴＴＩを含み、各ＴＴＩは図２～図５に言及して上記で記述されたように、２つま
たはそれ以上のサブバンドの各々中でヘッダパケットを含む。いくつかの例では、ブロッ
ク１０１５の動作は、図７および図８に言及して記述されたように、特殊ヘッダコンポー
ネントによって実施され得る。
【００７９】
　[0086]図１１は、本開示の様々な態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおけ
る自己への送信可送信に関する方法１１００を示すフローチャートを示す。方法１１００
の動作は、図１および図２に言及して記述されたように、基地局１０５またはそれのコン
ポーネントによって実装され得る。たとえば、方法１１００の動作は、本明細書で記述さ
れるように、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャによって実施され得る。いくつかの例で
は、基地局１０５は、以下で記述される機能を実施するようにデバイスの機能的な要素を
制御するためのコードのセットを実行し得る。加えてまたは代替的に、基地局１０５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で記述される機能態様を実施し得る。
【００８０】
　[0087]ブロック１１０５において、基地局１０５は、図２～図５に言及して上記で記述
されたように、ＲＦスペクトル帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャネ
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ル上で、ＣＣＡプロシージャを実施し得る。いくつかの例では、ブロック１１０５の動作
は、図７および図８に言及して記述されたように、ＣＣＡコンポーネントによって実施さ
れ得る。
【００８１】
　[0088]ブロック１１１０において、基地局１０５は、図２～図５に言及して上記で記述
されたように、チャネルは実施されたＣＣＡに基づいて利用可能であると決定し得る。い
くつかの例では、ブロック１１１０の動作は、図７および図８に言及して記述されたよう
に、チャネル利用可能性コンポーネントによって実施され得る。
【００８２】
　[0089]ブロック１１１５において、基地局１０５は、マルチプルなサブバンドにわたっ
て動作するチャネル中で、特殊ヘッダを送信し得、ここで、特殊ヘッダは２つまたはそれ
以上のＴＴＩを含み、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各々中でヘッダパケ
ットを含む。基地局１０５は、第１の電力レベルにおいて、２つまたはそれ以上のサブバ
ンドの各々にわたって、２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩを送信し得、
および図２～図５に言及して上記で記述されたように、異なる電力レベルにおいて、２つ
またはそれ以上のサブバンドにわたって、２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの１つまた
は複数の後続のＴＴＩを送信し得る。いくつかの例では、ブロック１１１５の動作は、図
７および図８に言及して記述されたように、特殊ヘッダコンポーネントによって実施され
得る。
【００８３】
　[0090]図１２は、本開示の様々な態様に従った、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおけ
る自己への送信可送信に関する方法１２００を示すフローチャートを示す。方法１２００
の動作は、図１および図２に言及して記述されたように、基地局１０５またはそれのコン
ポーネントによって実装され得る。たとえば、方法１２００の動作は、本明細書で記述さ
れるように、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆマネージャによって実施され得る。いくつかの例で
は、基地局１０５は、以下で記述される機能を実施するようにデバイスの機能的な要素を
制御するためのコードのセットを実行し得る。加えてまたは代替的に、基地局１０５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で記述される機能態様を実施し得る。
【００８４】
　[0091]ブロック１２０５において、基地局１０５は、図２～図５に言及して上記で記述
されたように、ＲＦスペクトル帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャネ
ル上で、ＣＣＡプロシージャを実施し得る。いくつかの例では、ブロック１２０５の動作
は、図７および図８に言及して記述されたように、ＣＣＡコンポーネントによって実施さ
れ得る。
【００８５】
　[0092]ブロック１２１０において、基地局１０５は、チャネルは図２～図５に言及して
上記で記述されたように、実施されたＣＣＡに基づいて利用可能であると決定し得る。い
くつかの例では、ブロック１２１０の動作は、図７および図８に言及して記述されたよう
に、チャネル利用可能性コンポーネントによって実施され得る。
【００８６】
　[0093]ブロック１２１５において、基地局１０５は、マルチプルなサブバンドにわたっ
て動作するチャネル中で、特殊ヘッダを送信し得、ここで、特殊ヘッダは２つまたはそれ
以上のＴＴＩを含み、各ＴＴＩは図２～図５に言及して上記で記述されたように、２つま
たはそれ以上のサブバンドの各々中でヘッダパケットを含む。いくつかの例では、ブロッ
ク１２１５の動作は、図７および図８に言及して記述されたように、特殊ヘッダコンポー
ネントによって実施され得る。
【００８７】
　[0094]ブロック１２２０において、基地局１０５は、ＲＦスペクトル帯域の２つまたは
それ以上のサブバンド中で、１つまたは複数の追加のヘッダパケットを送信し得、ここで
、追加のヘッダパケットの各々は、図２～図５に言及して上記で記述されたように、第１
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の電力レベルまたは異なる電力レベルにおいて送信される。いくつかの例では、ブロック
１２２０の動作は、図７および図８に言及して記述されたように、ヘッダパケットコンポ
ーネントによって実施され得る。
【００８８】
　[0095]これらの方法は可能な実装形態を表すこと、および動作およびステップは、他の
実装形態が可能であるように、並べ替えられ得るかまたは場合によっては変更され得るこ
とに留意されたい。いくつかの例では、方法のうちの２つまたはそれ以上からの態様は組
み合わせられ得る。たとえば、方法の各々の態様は、他の方法のステップまたは態様、あ
るいは本明細書で記述される他のステップまたは技法を含み得る。したがって、本開示の
態様は、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己への送信可送信を提供し得る。
【００８９】
　[0096]本明細書の記述は、当業者が本開示を作成または使用することができるように与
えられる。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、および本明細書で定
義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。
したがって、本開示は、本明細書で記述される例および設計に限定されるべきでなく、本
明細書で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきであ
る。
【００９０】
　[0097]本明細書で記述される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらのいずれかの組合せで実装され得る。プロセ
ッサによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令
またはコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読
媒体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許
請求の範囲内である。たとえば、ソフトウェアの性質に起因して、上記で記述された機能
は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハー
ドワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能
を実装する特徴はまた、機能の部分が、異なる物理的（ＰＨＹ）ロケーションにおいて実
装されるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特
許請求の範囲を含めて、本明細書で使用されるように、項目の列挙（たとえば、「のうち
の少なくとも１つ」あるいは「１つまたは複数の」のような句によって終わる項目の列挙
）中で使用されるような「または」は、たとえば、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも
１つの列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すな
わち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような包括的な列挙を示す。
【００９１】
　[0098]本明細書で使用されるように、句「に基づいて」は、条件の閉集合への言及とし
て解釈されないものとする。たとえば、「条件Ａに基づいて」と記述される例示的なステ
ップは、本開示の範囲から逸脱することなく条件Ａと条件Ｂの両方に基づき得る。言い換
えれば、本明細書で使用されるように、句「に基づいて」は、句「に少なくとも部分的に
基づいて」と同様にして解釈されるものとする。
【００９２】
　[0099]コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を促進するいずれかの媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両
方を含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る
いずれかの利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可
読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲ
ＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレー
ジ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデ
ータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、
および汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアク
セスされ得る、いずれかの他の非一時的媒体を含むことができる。また、いずれかの接続
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もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、
無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、ま
たは他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツ
イストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は
、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるように、ディスク（disk）およびディス
ク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デ
ジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）お
よびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は
、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再
生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【００９３】
　[00100]本明細書で記述される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ（ＦＤＭＡ）、
ＯＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、
および他のシステムのような様々なワイヤレス通信システムに関して使用され得る。用語
「システム」および「ネットワーク」は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステ
ムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などのような無
線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－
８５６の規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２
０００　１Ｘ、１Ｘなどと言及される。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、Ｃ
ＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet D
ata）などと言及される。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）：Wideb
and CDMA）およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、（モバイル通信用
グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile communications
））のような無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロード
バンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．
１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０
２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどのような無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ
－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ユニバーサル
モバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommuni
cations System））の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）　ＬＴＥおよびＬＴＥアドバン
スト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴ
ＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パー
トナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称す
る団体からの文書に記述されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パー
トナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）
と称する団体からの文書に記述されている。本明細書で記述される技法は、上記のシステ
ムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に関して使用され得る。本明細
書の記述は、しかしながら、例の目的でＬＴＥシステムを記述し、およびＬＴＥ用語は上
記の記述の大部分において使用され、本技法はＬＴＥの適用以外に適用可能である。
【００９４】
　[00101]本明細書で記述されるネットワークを含む、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
では、用語発展型ノードＢ（ｅＮＢ）は、基地局を表すために一般的に使用され得る。本
明細書で記述される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプのｅＮＢ
が様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークを含み
得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他のタイ
プのセルに通信カバレージを与え得る。用語「セル」は、コンテキストに依存して、基地
局、基地局に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア（ＣＣ）、あるいはキャリ
アまたは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を記述するために使用され
得る３ＧＰＰ用語である。
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【００９５】
　[00102]基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、ＡＰ、無線トランシーバ、ノー
ドＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、またはいくつかの他
の好適な用語を含み得るか、あるいはそのように当業者によって言及され得る。基地局に
関する地理的カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタに分
割され得る。本明細書で記述される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なる
タイプの基地局（たとえば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局）を含み得る。
本明細書で記述されるＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局、以下
同様を含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり
得る。異なる技術に関する重複する地理的カバレージエリアがあり得る。
【００９６】
　[00103]マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）
を一般的にカバーし、およびネットワークプロバイダのサービス加入を有するＵＥによる
制限されていないアクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マ
クロセルと同じまたは異なる（たとえば、ライセンスされている、ライセンスされていな
いなどの）周波数帯域内で動作し得る、低電力の基地局である。スモールセルは、様々な
例に従って、ピコセル、フェムトセル、およびマイクロセルを含み得る。ピコセルは、た
とえば、小さい地理的エリアをカバーし得、およびネットワークプロバイダのサービス加
入を有するＵＥによる制限されていないアクセスを可能にし得る。フェムトセルはまた、
小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、およびフェムトセルとの関連を有
するＵＥ（たとえば、限定された加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユーザに
関するＵＥ、以下同様）による制限されているアクセスを与え得る。マクロセルに関する
ｅＮＢはマクロｅＮＢと言及され得る。スモールセルに関するｅＮＢは、スモールセルｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮＢと言及され得る。ｅＮＢは、１
つまたはマルチプルな（たとえば、２つ、３つ、４つ、以下同様）セル（たとえば、ＣＣ
）をサポートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局、以下
同様を含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり
得る。
【００９７】
　[00104]本明細書で記述される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期の動
作または非同期の動作をサポートし得る。同期の動作の場合、基地局は同様のフレームタ
イミングを有し得、および異なる基地局からの送信は時間的に近似的にアラインされ(be 
approximately aligned in time)得る。非同期の動作の場合、基地局は異なるフレームタ
イミングを有し得、および異なる基地局からの送信は時間的にアラインされないことがあ
る。本明細書で記述される技法は、同期の動作または非同期の動作のいずれかに関して使
用され得る。
【００９８】
　[00105]本明細書で記述されるＤＬ送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、Ｕ
Ｌ送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。たとえば、図１および図２のワイヤレ
ス通信システム１００および２００を含む、本明細書で記述される各通信リンクは、１つ
または複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、マルチプルなサブキャリアから
なる信号（たとえば、異なる周波数の波形信号）であり得る。各変調された信号は、異な
るサブキャリア上で送られ得、および制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど
）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。本明細書で記述される通信リ
ンク（たとえば、図１の通信リンク１２５）は、周波数分割複信（ＦＤＤ）を使用して（
たとえば、対のスペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用
して（たとえば、不対のスペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る。フレ
ーム構造は、ＦＤＤ（たとえば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレ
ーム構造タイプ２）に関して定義され得る。
【００９９】
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　[00106]したがって、本開示の態様は、ＬＴＥ制御Ｗｉ－Ｆｉシステムにおける自己へ
の送信可送信を提供し得る。これらの方法は可能な実装形態を記述すること、ならびに動
作およびステップは、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられ得るかまたは場合
によっては変更され得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法のうちの２つまた
はそれ以上からの態様が組み合わせられ得る。
【０１００】
　[00107]本明細書の開示に結びついて記述された様々な例示的なブロックおよびモジュ
ールは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲ
ートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェアコンポーネント、あるいは本明細書で記
述された機能を実施するように設計されたそれらのいずれかの組合せを用いて実装または
実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替に、プロセッサ
は、いずれかの従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機
械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ（たとえば、ＤＳＰ
とマイクロプロセッサとの組合せ、マルチプルなマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携
する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、またはいずれかの他のそのような構成）とし
ても実装され得る。したがって、本明細書で記述される機能は、１つまたは複数の他の処
理ユニット（またはコア）によって、少なくとも１つの集積回路（ＩＣ）上で実施され得
る。様々な例では、異なるタイプのＩＣ（たとえば、ストラクチャード／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）は使用され得、それは、当技術分
野で知られているいずれかの様式でプログラムされ得る。各ユニットの機能はまた、全体
的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行
されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１０１】
　[00108]添付の図において、同様のコンポーネントまたは特徴は同じ参照ラベルを有し
得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に、ダッシュとお
よび同様のコンポーネントを区別する第２のラベルを続けることによって区別され得る。
第１の参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その記述は、第２の参照ラベ
ルにかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのいずれにも適用
可能である。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス通信の方法であって、
　無線周波数（ＲＦ）スペクトル帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャ
ネル上で、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャを実施することと、
　前記チャネルは前記実施されたＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて、利用可能である
と決定することと、および
　マルチプルなサブバンドにわたって動作する前記チャネル中で、特殊ヘッダを送信する
ことと、ここにおいて、前記特殊ヘッダが２つまたはそれ以上の送信時間間隔（ＴＴＩ）
を備え、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各々中でヘッダパケットを備える
、を備える、方法。
［Ｃ２］　第１の電力レベルにおいて、前記２つまたはそれ以上のサブバンドの各々にわ
たって、前記２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩを送信することと、およ
び
　異なる電力レベルにおいて、前記２つまたはそれ以上のサブバンドにわたって、前記２
つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの１つまたは複数の後続のＴＴＩを送信することとをさ
らに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記第１の電力レベルは前記異なる電力レベルよりも小さい、Ｃ２に記載の方
法。
［Ｃ４］　前記ヘッダパケットは自己への送信可フレーム構造を備える、Ｃ１に記載の方
法。
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［Ｃ５］　前記ＲＦスペクトル帯域の前記２つまたはそれ以上のサブバンド中で、１つま
たは複数の追加のヘッダパケットを送信することをさらに備え、ここにおいて、前記追加
のヘッダパケットの各々は、前記第１の電力レベルまたは前記異なる電力レベルにおいて
送信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記１つまたは複数の追加のヘッダは後続のサブフレームの境界において同期
的に送信される、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］　前記ＲＦスペクトル帯域の各サブバンドにわたって、連続パターンにおいて前
記ヘッダパケットを送信することをさらに備え、ここにおいて、前記連続パターンは前記
ＣＣＡに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　前記ＲＦスペクトル帯域の各サブバンドにわたって、非連続パターンにおいて
前記ヘッダパケットを送信することをさらに備え、ここにおいて、前記非連続パターンは
前記ＣＣＡに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　第１の事業者に関する第１の時間および第２の事業者に関する第２の時間にお
いて、前記特殊ヘッダを送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記第１の時間は前記第２の時間とは異なる、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記特殊ヘッダは、第１の事業者に関する第１の構成および第２の事業者に
関する第２の構成のものである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記ヘッダパケットはワイヤレスフィデリティ（Ｗｉ－Ｆｉ）フレーム構造
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、および
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されるとき、前記装置に、
　無線周波数（ＲＦ）スペクトル帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャ
ネル上で、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャを実施することと、
　前記チャネルは前記実施されたＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて、利用可能である
と決定することと、および
　マルチプルなサブバンドにわたって動作する前記チャネル中で、特殊ヘッダを送信する
ことと、ここにおいて、前記特殊ヘッダが２つまたはそれ以上の送信時間間隔（ＴＴＩ）
を備え、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各々中でヘッダパケットを備える
、を行わせるように動作可能な命令とを備える、装置。
［Ｃ１４］　前記命令は、前記プロセッサによって実行されるとき、前記装置に、
　第１の電力レベルにおいて、前記２つまたはそれ以上のサブバンドの各々にわたって、
前記２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩを送信することと、および
　異なる電力レベルにおいて、前記２つまたはそれ以上のサブバンドにわたって、前記２
つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの１つまたは複数の後続のＴＴＩを送信することとを行
わせるように動作可能である、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］　前記第１の電力レベルは前記異なる電力レベルよりも小さい、Ｃ１４に記載
の装置。
［Ｃ１６］　前記ヘッダパケットは自己への送信可フレーム構造を備える、Ｃ１３に記載
の装置。
［Ｃ１７］　前記命令は、前記プロセッサによって実行されるとき、前記装置に、
　前記ＲＦスペクトル帯域の前記２つまたはそれ以上のサブバンド中で、１つまたは複数
の追加のヘッダパケットを送信することを行わせるように動作可能であり、ここにおいて
、前記追加のヘッダパケットの各々は、前記第１の電力レベルまたは前記異なる電力レベ
ルにおいて送信される、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１８］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　無線周波数（ＲＦ）スペクトル帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャ
ネル上で、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャを実施するための手段と
、
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　前記チャネルは前記実施されたＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて、利用可能である
と決定するための手段と、および
　マルチプルなサブバンドにわたって動作する前記チャネル中で、特殊ヘッダを送信する
ための手段と、ここにおいて、前記特殊ヘッダは２つまたはそれ以上の送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）を備え、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各々中でヘッダパケットを
備える、を備える、装置。
［Ｃ１９］　第１の電力レベルにおいて、前記２つまたはそれ以上のサブバンドの各々に
わたって、前記２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの第１のＴＴＩを送信するための手段
と、および異なる電力レベルにおいて、前記２つまたはそれ以上のサブバンドにわたって
、前記２つまたはそれ以上のＴＴＩのうちの１つまたは複数の後続のＴＴＩを送信するた
めの手段とをさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］　前記第１の電力レベルは前記異なる電力レベルよりも小さい、Ｃ１９に記載
の装置。
［Ｃ２１］　前記ヘッダパケットは自己への送信可フレーム構造を備える、Ｃ１８に記載
の装置。
［Ｃ２２］　前記ＲＦスペクトル帯域の前記２つまたはそれ以上のサブバンド中で、１つ
または複数の追加のヘッダパケットを送信するための手段をさらに備え、ここにおいて、
前記追加のヘッダパケットの各々は、前記第１の電力レベルまたは前記異なる電力レベル
において送信される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２３］　前記１つまたは複数の追加のヘッダは後続のサブフレームの境界において同
期的に送信される、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］　前記ＲＦスペクトル帯域の各サブバンドにわたって、連続パターンにおいて
前記ヘッダパケットを送信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記連続パター
ンは前記ＣＣＡに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２５］　前記ＲＦスペクトル帯域の各サブバンドにわたって、非連続パターンにおい
て前記ヘッダパケットを送信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記非連続パ
ターンは前記ＣＣＡに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２６］　第１の事業者に関する第１の時間および第２の事業者に関する第２の時間に
おいて、前記特殊ヘッダを送信するための手段をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２７］　前記第１の時間は前記第２の時間とは異なる、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］　前記特殊ヘッダは、第１の事業者に関する第１の構成および第２の事業者に
関する第２の構成のものである、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２９］　前記ヘッダパケットはワイヤレスフィデリティ（Ｗｉ－Ｆｉ）フレーム構造
を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ３０］　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体で
あって、前記コードは、
　無線周波数（ＲＦ）スペクトル帯域のマルチプルなサブバンドにわたって動作するチャ
ネル上で、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャを実施することと、
　前記チャネルは前記実施されたＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて、利用可能である
と決定することと、および
　マルチプルなサブバンドにわたって動作する前記チャネル中で、特殊ヘッダを送信する
ことと、ここにおいて、前記特殊ヘッダは２つまたはそれ以上の送信時間間隔（ＴＴＩ）
を備え、各ＴＴＩは２つまたはそれ以上のサブバンドの各々中でヘッダパケットを備える
、を行うために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
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